
現在の浜岡砂丘の写真
遠州灘の海岸侵食などの影響によ
り、砂の減少が著しい状況にあり
ます。美しい砂丘を守り、次世代
へ引き継ぐためには、適切な保全
活動が不可欠です。本号より表紙は「御前崎市の今むかし」を紹介します。

昭和 30 年頃の 昭和 30 年頃の 
浜岡砂丘の写真浜岡砂丘の写真
当時は砂山が幾重にも連なり、海当時は砂山が幾重にも連なり、海
岸まで数百メートルにわたって広岸まで数百メートルにわたって広
がっていました。それは住民の心がっていました。それは住民の心
のよりどころであると同時に、全のよりどころであると同時に、全
国から観光客を引き寄せる存在で国から観光客を引き寄せる存在で
もありました。もありました。
� 出典：風紋－浜岡町・閉庁記念写真集－� 出典：風紋－浜岡町・閉庁記念写真集－
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議会定例会
12月議会定例会は、11
月28日から26日間の会
期で開催し、12月23日
に閉会しました。

■12月議会定例会で審議した議案等
議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案
第 61号

御前崎市副市長の定数を定
める条例の一部を改正する
条例の制定について

市が取り組むべき行政課題の状況に応じて副市長の
登用を弾力的に行うため、令和７年４月１日より副
市長の定数を「1人」から「２人」に改正するもの

全員一致で
可決

議案
第 62号

御前崎市部設置条例の一部
を改正する条例の制定につ
いて

複雑多様化する市民ニーズや新たな行政需要に迅速
かつ的確に対応するため、政策、施策を戦略的に展
開できる体制に行政組織を改編するもの

全員一致で
可決

議案
第 63号

御前崎市地区センター体育
施設設置及び管理条例の一
部を改正する条例の制定に
ついて

地区センター体育館施設使用料に、新野体育館冷暖
房設備使用料として 1時間当たり 2,300 円を追加す
るもの

全員一致で
可決

議案
第 64号

御前崎市手数料条例の一部
を改正する条例の制定につ
いて

現行の 300 円の住宅用家屋証明書交付手数料を、近
隣自治体と同額程度の 1,300 円に改正するもの

全員一致で
可決

議案
第 65号

御前崎市災害弔慰金の支給
等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に関する事項
を調査審議するための審査委員会を設置するもの

全員一致で
可決

議案
第 66号

御前崎市立保育所条例の廃
止について

令和 7年 3月末に市立白羽保育園が閉園することに
伴い、条例を廃止するもの

全員一致で
可決

議案
第 67号

御前崎市立幼保連携型認定
こども園の設置等に関する
条例の一部を改正する条例
の制定について

令和 7年 3月末に市立御前崎こども園が閉園するこ
とに伴い、条例から認定こども園の名称と位置を削
除するもの

全員一致で
可決

議案
第 68号

御前崎市ふるさと交流拠点
施設設置及び管理条例の一
部を改正する条例の制定に
ついて

「あらさわふる里公園」が共用開始から 25 年目を迎
えることから、新たな料金区分の設定と学習館など
の利用料金の改定を行うもの

全員一致で
可決

議案
第 69号

御前崎市病院事業の設置及び
管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

常勤医師の赴任に伴い診療科目を改めるとともに、
介護老人保険施設における各サービスの食費を改正
するもの

全員一致で
可決

議案
第 70号

人権擁護委員候補者の推薦
につき議会の意見を求める
ことについて

人権擁護委員候補者に丸
まる

尾
お

　文
あや

氏（池新田地区）を
推薦することについて、議会が意見を付すもの（新任）

全員一致で
適任と認める

議案
第 71号

人権擁護委員候補者の推薦
につき議会の意見を求める
ことについて

人権擁護委員候補者に植
うえ

田
た

浩
ひろ

行
ゆき

氏（御前崎地区）を
推薦することについて、議会が意見を付すもの（新任）

全員一致で
適任と認める

議案
第 72号

和解及び損害賠償の額を定
めることについて

御前崎市立総合病院での医療行為に係る和解に伴う損
害賠償の額を定めるため、議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

12月月
議会の様子は「YouTube」で配信されています。

初日 最終日
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議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案
第 73号

和解及び損害賠償の額を定
めることについて

御前崎市立総合病院での医療行為に係る和解に伴う損
害賠償の額を定めるため、議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

議案
第 74号 御前崎市道路線の変更について 市道 1809 号線の路線を変更するにあたり、道路法

の規定により議会の議決を求めるもの
全員一致で
可決

議案
第 75号 緊急防災工事計画について

比木地区にある農業用ため池（３池）の緊急防災工
事計画を定めるにあたり、土地改良法の規定により
議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

議案
第 76号

静岡地方税滞納整理機構規
約の変更について

広域連合の規約変更に係る協議について、地方自治
法の規定により議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

議案
第 77号

小笠老人ホーム施設組合か
らの脱退について

令和７年３月末をもって小笠老人ホーム施設組合か
ら脱退することについて、地方自治法の規定により
議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

議案
第 78号

令和６年度御前崎市一般会
計予算の補正（第５号）に
ついて

南駿河湾漁協が実施する製氷施設整備事業に対する補助
金 7億 6,638 万円など、歳入歳出それぞれ 9億 1,976 万
2千円を追加し、総額 176 億 6,276 万 1千円とするもの

全員一致で
可決

議案
第 79号

令和６年度御前崎市国民健
康保険特別会計予算の補正
（第３号）について

一般被保険者分の療養費及び高額療養費について、上半期
の実績と今後の支出見込みから、歳入歳出それぞれ2,720
万円を追加し、総額34億 9,267万 4千円とするもの

全員一致で
可決

承認
第.5 号

専決処分の報告及びその承
認について（令和６年度御
前崎市一般会計予算の補正
（専決第２号））

令和 6年 10 月 27 日執行の衆議院議員総選挙に係る
予算について専決処分したため、地方自治法の規定
により議会の承認を求めるもの

全員一致で
承認

議案
第 80号

御前崎市議会議員の議員報
酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例
の制定について

人事院勧告に伴う一般職の手当支給月数引上げに合
わせ、市議会議員の期末手当支給率を 0.1 月 / 年引
上げるため条例の一部を改正するもの

全員一致で
可決

議案
第 81号

御前崎市特別職の職員で常
勤のものの給料等に関する
条例の一部を改正する条例
の制定について

人事院勧告に伴う一般職の手当支給月数引上げに合
わせ、特別職（市長、副市長）の期末手当支給月数を 0.1
月 / 年引上げるため条例の一部を改正するもの

全員一致で
可決

議案
第 82号

御前崎市教育委員会の教育長
の給与、勤務時間その他の勤
務条件に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

人事院勧告に伴う一般職の手当支給月数引上げに合
わせ、教育長の期末手当支給月数を 0.1 月 / 年引上
げるため条例の一部を改正するもの

全員一致で
可決

議案
第 83号

御前崎市職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条
例の制定について

人事院勧告により、御前崎市職員の給与を平均 3.0％
引上げ、期末手当、勤勉手当をそれぞれ 0.05 月 / 年
引上げるため条例の一部を改正するもの

全員一致で
可決

議案
第 84号

令和６年度御前崎市一般会
計予算の補正（第６号）に
ついて

特別職及び一般職の給料など総額 5,557 万 5千円を増
額する一方、負担率の変更に伴う退職手当組合負担金
8,957 万 6千円を減額することで、差し引き 3,400 万
1千円を減額し、総額 176 億 2,876 万円とするもの

全員一致で
可決

議案
第 85号

令和６年度御前崎市介護保
険特別会計予算の補正（第
２号）について

人件費の増額に伴い、歳入歳出それぞれ 220 万円を
追加し、総額 30億 6,588 万 3千円とするもの

全員一致で
可決
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御前崎市議会議員の政治倫理に関する決議

御前崎市議会は、議会基本条例（平成 28年 3月施行）を定め、議員一人ひとりが応分の責任と倫理、
品位と見識をもって活動することを旨としている。
我々議員は、市民の厳粛な信託により、市民の代表として市政に携わる権能と責務を有することを深く

認識し、公正、誠実、清廉を基本とし、厳しい倫理意識に徹して、その使命の達成に努めなければならない。
よって、御前崎市議会は、ここに「御前崎市議会議員政治倫理規程」を定め、次に掲げる政治倫理基準

を遵守することを決意する。

ー、	市民全体の代表者として、その品位を損なうような一切の行動を慎み、その職務に関し不正の疑惑
を持たれる恐れのある行為をしないこと。

ー、	政治活動に関して、政治的、又は道義的な批判を受ける恐れのある寄附をしない、かつ受け取らな
いこと。

ー、	市が行う許可その他の処分、行政指導、請負その他の契約又は補助金等の交付決定に関し、特定の
個人、企業、団体等のために有利又は不利な取り扱いをするよう働きかけをしないこと。

ー、	市職員の採用、昇格及び異動等に不当な関与をしないこと。

ー、	市職員の公正な職務の遂行を妨げ、又は当該職員の権限若しくは地位による影響力を不正に行使す
るよう働きかけをしないこと。

ー、	議員の発言又は情報発信は、確たる事実に基づいて行うこととし、虚偽又は誹謗中傷に類する発言
又は情報発信により他人の名誉を毀損しないこと。

ー、	ハラスメントが個人の尊厳を傷つける人権侵害であることを自覚し、いかなる場合であってもハラ
スメントをしないこと。

以上、決議する。
令和 6年 12月 23日

御前崎市議会

発議第11号　御前崎市議会議員の政治倫理に関する決議

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

- 議案の訂正について
議案第 68号御前崎市ふるさと交流拠点施設設置及び
管理条例の一部を改正する条例の制定について、地方
自治法に抵触するおそれがある条文を削除するもの

全員一致で
承認

発議
第 11号

御前崎市議会議員の政治倫
理に関する決議について

御前崎市議会議員の政治倫理に関する基本的な事項を定
めることにより、議員の政治倫理のより一層の向上を図
り、もって市民に信頼される議会づくりを進め、市政の
健全な発展に寄与することを目的として決議するもの

全員一致で
可決

※なお、本定例会において、賛否が分かれた議案はありませんでした。

政治倫理規程
PDF資料
ダウンロード
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ギ
ー
政
策
課
の
管
理
職
を
配
置
す
る
予

定
か
伺
い
ま
す

答
市
民
課
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

課
は
、
今
後
重
要
な
局
面
を
迎

え
る
業
務
を
担
う
部
署
で
あ
り
、
業
務

の
複
雑
さ
や
重
要
性
を
私
も
十
分
理
解

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
火
葬
場
や
ご
み

処
理
場
の
整
備
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
に
向
け
た
対
応
な
ど
、
社
会

的
に
影
響
の
あ
る
業
務
を
所
管
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
市
民
課
及
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
課
の
管
理
職
に
は
、
対
象
と

す
る
業
務
の
専
門
知
識
や
経
験
が
豊
富

か
つ
、
異
な
る
法
的
枠
組
み
の
理
解
能

力
が
あ
る
職
員
を
配
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
議
案
第
62
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
令
和
５
年
12
月
議
会
定
例
会
に

栁
澤
前
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
」
に
関
す
る
議
案
は
、
採
決
の

結
果
、
13
対
１
の
反
対
多
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
既
に
退
任
を
表
明
し
て
い

た
栁
澤
前
市
長
が
唐
突
に
機
構
改
革
す

る
な
ど
、
到
底
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
議
会

が
否
決
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
た
。

栁
澤
前
市
長
が
議
案
の
提
出
時
期
を

誤
っ
た
上
に
、
議
会
へ
の
説
明
不
足
も

あ
っ
て
機
構
改
革
は
実
現
で
き
ず
、
結

果
と
し
て
関
係
す
る
部
署
は
混
乱
し
、

職
員
に
余
分
な
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

下
村
市
長
は
、
令
和
５
年
度
に
提
出

さ
れ
た
機
構
改
革
に
係
る
条
例
の
一
部

改
正
案
の
中
身
を
確
認
し
て
い
ま
す

か
。
確
認
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
な
ぜ

今
回
、
機
構
改
革
の
内
容
を
令
和
５
年

度
と
大
き
く
変
え
て
再
度
提
出
に
至
っ

た
の
か
伺
い
ま
す

答
令
和
５
年
12
月
議
会
に
お
け
る

「
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
」

令
和
６
年
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
議
案
第
68
号
は
議
案
の
修
正

が
あ
り
ま
し
た
の
で
12
月
12
日
に
は
審

査
せ
ず
、
議
案
の
訂
正
が
承
認
さ
れ
た

12
月
23
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
61
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
副
市
長
の
専
決
規
程
に
つ
い

て
、
変
更
は
考
え
て
い
る
か

答
今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
副

市
長
を
２
人
に
す
る
理
由
は

答
そ
れ
ぞ
れ
の
副
市
長
が
持
つ
役

割
に
よ
っ
て
、
財
源
の
獲
得
や

歳
出
の
縮
減
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

問
外
部
か
ら
招
へ
い
す
る
副
市
長

の
成
果
指
標
は

答
財
政
状
況
や
組
織
全
体
へ
の
波

及
効
果
で
評
価
し
ま
す
。

改正のポイント！
①	エネルギー政策課と環境課を統合し、総務部に配置
する。ただし、生活衛生に係る業務は市民課に移管
する。（室の設置を検討）

②	税務課を総務部から生活市民部に配置変更する。
③	児童福祉法の改正に伴う子育て施策について、迅速
かつ的確に対応するため、健康福祉部こども未来課
内に「こども家庭センター」を設置する。

④	建設課、都市政策課、管理課を維持管理部門と建設
整備部門に再編成する。

総
務
経
済

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

に
関
す
る
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

会
へ
の
説
明
不
足
、
そ
し
て
市
民
の
理

解
を
得
る
た
め
の
配
慮
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
重
く
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

今
回
の
機
構
改
革
案
は
、
令
和
５
年

度
の
議
論
を
十
分
に
反
映
さ
せ
て
、
管

理
職
ポ
ス
ト
の
数
を
見
直
す
と
と
も

に
、
職
員
の
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
具
体
的
か

つ
実
現
可
能
な
形
に
直
し
て
再
度
提
案

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か

ら
、
今
回
上
程
し
ま
し
た
。

問
私
は
必
要
に
応
じ
た
組
織
の
統

廃
合
自
体
に
反
対
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、今
回
の
統
廃
合
で
は
、

今
後
重
要
な
局
面
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う

火
葬
場
と
ご
み
処
理
場
の
整
備
や
、
再

稼
働
に
向
け
て
プ
ラ
ン
ト
審
査
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
浜
岡
原
子
力
発
電
所

が
立
地
す
る
当
市
の
対
応
な
ど
を
所
管

す
る
部
署
の
統
廃
合
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
市
の
命
運
を
か
け
た
交
渉
事
を
担

当
す
る
重
要
な
部
署
で
あ
り
、
職
員
の

中
で
も
特
に
優
秀
な
人
材
を
集
中
的
に

配
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
市
長
は
ど

の
よ
う
な
視
点
で
市
民
課
及
び
エ
ネ
ル

阿
南
澄
男

質
委
員

疑会

本
会
議
質
疑
議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。
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【
議
案
第
62
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
政
策
監
の
位
置
づ
け
は
条
例
の

ど
こ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
か

答
政
策
監
は
、
部
へ
属
さ
ず
全
庁

的
な
業
務
を
担
い
、
職
員
職
名

規
則
に
職
名
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
企
業
港
湾
室
が
所
管
す
る
企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
う

た
わ
れ
て
い
る
の
か

答
商
業
、
工
業
及
び
観
光
に
関
す

る
事
項
に
含
ま
れ
、
細
か
い
事

務
分
掌
は
規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

【
議
案
第
63
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料
を

徴
収
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
区

セ
ン
タ
ー
会
議
室
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料

も
徴
収
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
地
区
セ
ン
タ
ー
以
外
の
施
設
に

も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
た

め
、
市
全
体
と
し
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
令
和
８
年
度
か
ら
中
学
校
の
部

活
動
が
地
域
移
行
さ
れ
る
が
、

部
活
動
で
使
用
す
る
際
の
使
用
料
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

【
議
案
第
75
号
に
つ
い
て
】
P.3
参
照

問
工
事
を
行
う
農
業
用
た
め
池
の

下
流
に
は
、
何
世
帯
の
家
屋
が

あ
る
か

答
平
均
し
て
３
～
４
世
帯
の
家
屋

が
あ
り
ま
す
。

問
牧
之
原
畑
地
農
業
用
水
は
、
稲

作
に
転
用
で
き
な
い
か

答
転
用
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
益

地
の
変
更
や
施
設
の
改
良
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
議
案
第
61
号
に
お
い
て
は
、

総
務
課
に
対
し
、「
各
副
市
長
の
役
割

を
明
確
に
し
、
よ
り
効
果
が
発
揮
で
き

る
体
制
の
構
築
を
求
め
る
」
と
、
議
案

63
号
に
お
い
て
は
、
企
画
政
策
課
に
対

し
、「
公
共
施
設
の
利
用
料
金
の
積
算

根
拠
を
明
確
に
し
、
受
益
者
負
担
の
公

平
性
確
保
を
求
め
る
」
と
意
見
を
付
し

ま
し
た
。

令
和
６
年
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
69
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
条
例
の
新
旧
対
照
表
を
見
る

と
、
現
行
の
口
腔
外
科
が
改
正

案
で
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
口

腔
外
科
を
置
か
な
い
と
い
う
認
識
で
よ

ろ
し
い
か

文
教
厚
生

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

答
口
腔
外
科
を
今
後
も
置
く
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
議
案
第
72
号
・
73
号
に
つ
い
て
】
P.2
・
P.3
参
照

問
医
療
現
場
に
お
け
る
日
々
の
リ

ス
ク
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か

答
病
院
に
は
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
の
報
告
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
事
象
が

あ
っ
た
場
合
に
は
即
座
に
入
力
が
行
わ

れ
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト

は
、
医
療
安
全
管
理
者
が
毎
日
チ
ェ
ッ

ク
し
、
必
要
に
応
じ
て
聞
き
取
り
調
査

や
分
析
を
行
い
、
組
織
に
報
告
し
て
い

ま
す
。

問
事
故
直
後
か
ら
今
日
ま
で
、
議

会
に
一
切
報
告
が
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か

答
和
解
が
成
立
す
る
見
込
み
と

な
っ
た
段
階
ま
で
、
議
会
へ
の

報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
は
、
医
療
過
誤
が
発
生
し

た
場
合
や
訴
訟
等
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
患
者
様
方
と
の
関
係
に
配
慮
し
な

が
ら
、
速
や
か
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
執
行
部
に
対
し
、
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

意 見 書
令和6年 12月 23日

御前崎市長　下　村 勝 様
御前崎市文教厚生委員会
委員長 阿 形 昭

文教厚生委員会における意見について
記

報告事項�市立御前崎総合病院の現状について（病院事務部）

1．	当市の厳しい財政状況に鑑み、病院会計における多額の内部
留保資金を有効に活用し、令和 7年度予算から一般会計繰入金
を大幅に減額するよう強く求める。

2．	病院事務部長は、病院経営に関し、情報の分析、戦略の策定、
施設管理、行政対応など、診療以外の業務全般を統括する責任
者であり、その職にある者には、医療全般にわたる知識と豊富
な経験に基づいた鋭い経営感覚と高度な判断力が求められてい
る。
病院の経営が危機的な状況にある現在、経営の再建に向けて

財務や経理、労務管理や人材マネジメントに長けた専門職の事
務部長を公募により採用することを提案する。
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問
令
和
５
年
12
月
開
催
の
総
務
経

済
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
資
料

を
見
る
と
、
今
後
数
年
で
、
部
長
、
課

長
職
を
担
う
職
員
の
数
が
極
端
に
少
な

く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
解
決
策

は
、
民
間
企
業
で
は
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
る
中
途
採
用
で
す
。特
に
30
歳
代
、

40
歳
代
の
中
堅
職
員
の
中
途
採
用
を
、

市
役
所
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。特
定
の
分
野
に
お
い
て
、

深
い
知
識
や
豊
富
な
経
験
を
持
っ
た
有

能
な
人
材
、
例
え
ば
建
設
経
済
部
な
ら

土
木
施
工
管
理
技
士
や
測
量
士
、
市
民

生
活
部
な
ら
水
道
技
術
管
理
者
や
公
害

防
止
管
理
者
、
健
康
福
祉
部
な
ら
保
健

師
や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格
免

許
を
有
し
た
即
戦
力
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
中
途
採
用
す
る
こ
と
で
す
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
若
手

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
負
担
軽
減
の

た
め
に
も
、
市
職
員
の
中
途
採
用
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

答
年
度
途
中
に
お
け
る
職
員
の
退

職
は
、
市
役
所
の
組
織
運
営
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
憂
慮
す
べ

き
事
態
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
中
途
採
用
は
、
豊
富
な
経
験
と

専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
と
し
て
、

即
戦
力
で
組
織
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
採
用
試
験
か
ら
、
土

木
職
及
び
建
築
職
の
募
集
年
齢
条
件
を

こ
れ
ま
で
の
30
歳
か
ら
40
歳
ま
で
、
保

健
師
な
ど
の
専
門
職
は
35
歳
か
ら
40
歳

ま
で
と
し
、
幅
広
い
年
齢
層
を
募
集
要

綱
に
定
め
る
こ
と
で
、
新
卒
者
に
限
ら

ず
職
歴
の
あ
る
方
な
ど
の
人
材
確
保
に

努
め
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
に
お
け
る
職
員
の

採
用
は
、
適
正
な
採
用
試
験
の
実
施
、

職
務
の
継
続
性
へ
の
調
整
や
混
乱
の
リ

ス
ク
、
財
政
面
な
ど
に
お
い
て
も
影
響

を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
役
所
組
織
が
正
常
な
機
能
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
に
沿
っ
た

組
織
運
営
や
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る

こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
採
用

人
事
は
継
続
的
に
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

一般質問

•	

市
職
員
の
採
用
人
事
に
つ
い
て

阿南澄男

一般質問 12 月10日、4名が登壇
市政を問う

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

問
観
光
資
源
と
し
て
の
御
前
崎
港

を
ど
う
考
え
る
か

答
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
を
引
き
続
き

行
い
、
市
内
周
遊
に
よ
る
外
貨
獲

得
可
能
な
ツ
ア
ー
を
計
画
す
る
こ
と
で
、

市
内
観
光
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
御
前
崎
港
を
拠
点
に
し
た
遊
漁

船
へ
の
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
導
入
の
考
え
は

答
こ
の
制
度
は
納
税
す
る
方
が
本

市
を
訪
れ
た
際
に
、
そ
の
場
で

寄
附
の
申
込
み
か
ら
支
払
い
ま
で
で
き

る
制
度
で
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
令
和
６
年
７
月
に
説
明

会
を
開
催
し
、
２
社
が
登
録
事
業
者
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
登
録
事
業
者
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

問
取
扱
い
貨
物
の
増
加
策
を
伺
う

答
県
西
部
を
拠
点
と
す
る
企
業
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
取

扱
い
貨
物
量
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

問
防
災
拠
点
と
し
て
の
御
前
崎
港

の
利
用
に
つ
い
て
伺
う

答
港
は
災
害
時
に
も
使
え
る
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
の
計
画
で
は
支
援
物
資
の
輸
送
等
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、

災
害
時
の
状
況
を
予
測
す
る
中
で
、
防

災
・
減
災
の
観
点
か
ら
、
港
の
利
用
に

つ
い
て
丁
寧
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

へ
の
取
組
の
現
状
は

答
産
業
部
門
で
は
補
助
金
制
度
を

設
け
て
省
エ
ネ
機
器
導
入
を
、

業
務
部
門
で
は
公
共
施
設
で
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
を
、
家
庭
部
門
で
は
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
購
入
に
対

す
る
補
助
金
制
度
等
に
よ
り
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
機
器
導
入
を
促
進
し
て
い
ま

す
。問

海
岸
の
藻
場
の
再
生
を
通
し
て

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
さ
せ
る
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
磯
焼
け
対
策
は
、
南
駿
河
湾
漁

協
を
中
心
に
、
漁
業
関
係
者
や

本
市
、
牧
之
原
市
、
吉
田
町
に
よ
る
榛

南
地
域
磯
焼
け
対
策
推
進
協
議
会
を
組

織
し
、
藻
場
の
再
生
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
も
、
学
術
研
究
を
取

り
入
れ
る
な
ど
積
極
的
に
藻
場
の
再
生

に
取
り
組
み
ま
す
。

一般質問

河原﨑惠士

•	

御
前
崎
港
活
性
化
に
つ
い
て

•	

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
へ
の	

取
組
に
つ
い
て
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問
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
、
御
前
崎
市
の

生
産
労
働
人
口
は
２
０
５
０
年
に
半
数

に
な
り
ま
す
。
日
本
語
の
で
き
る
外
国

人
の
受
入
れ
に
行
政
の
積
極
的
関
与
が

必
要
で
す
。
友
好
都
市
締
結
か
ら
日
本

語
学
校
の
設
立
・
人
材
確
保
に
つ
な
げ

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
調
査
研

究
に
着
手
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か

答
日
本
語
の
で
き
る
外
国
人
労
働

者
の
受
入
れ
が
、
地
域
産
業
発

展
の
助
け
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
市
内
企
業
と
の
つ
な
が
り
や
歴
史

的
な
交
流
事
例
な
ど
、
友
好
都
市
締
結

の
き
っ
か
け
を
調
査
し
た
い
と
思
い
ま

す
。問

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
、
市

立
御
前
崎
総
合
病
院
や
し
ろ
わ

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
救
護
所
と
な
り
、
医
師
、

看
護
師
は
救
護
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
、医
薬
品
確
保
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
確
立
や
、
透
析
患
者
の
た

め
の
水
の
確
保
は
さ
れ
て
い
ま
す
か

答
災
害
時
の
医
薬
品
の
供
給
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
静
岡
県
が
静
岡

県
医
薬
品
卸
業
協
会
と
、
本
市
は
小
笠

袋
井
薬
剤
師
会
及
び
榛
原
薬
剤
師
会
と

協
定
を
締
結
し
、
市
内
で
医
薬
品
が
不

足
し
た
場
合
に
、
保
有
す
る
医
薬
品
を

医
療
救
護
本
部
が
指
定
す
る
場
所
に
搬

入
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
透

析
の
水
の
確
保
は
、
飲
料
水
兼
用
の
耐

震
性
貯
水
槽
を
市
内
10
ヵ
所
に
整
備

し
、
専
用
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ
過
し
、
不

純
物
除
去
の
う
え
で
使
用
す
る
予
定
で

す
。
災
害
時
透
析
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
発
災
時
、

透
析
患
者
に
受
入
れ
可
能
な
医
療
機
関

を
情
報
提
供
し
ま
す
。

問
視
察
研
修
で
訪
問
し
た
三
浦
市

立
病
院
で
は
、
全
市
民
の
カ
ル

テ
作
り
を
始
め
て
い
ま
す
、
地
域
医
療

の
在
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
全
市
民
の

カ
ル
テ
作
成
に
対
す
る
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す

答
全
市
民
の
カ
ル
テ
の
作
成
は
、

救
急
や
災
害
時
で
は
有
効
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
様
々
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
国
が
医
療
情
報
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
く
方
向
で

す
の
で
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
整
備

を
進
め
、
活
用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

一般質問

小田芳久

•	

外
国
人
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

•		

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
の
市
民
の
健
康
維
持
に
つ
い
て

•		

地
域
医
療
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

一般質問

阿形　昭

•	

期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て

•	

市
立
御
前
崎
総
合
病
院
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
４
月
の
選
挙
で
は
、

市
内
に
13
ヵ
所
の
投
票
所
が
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
４
月
の
選
挙

で
は
２
つ
減
り
ま
し
た
。
減
っ
た
１
つ

は
、
朝
比
奈
原
公
民
館
で
す
。
交
通
手

段
の
な
い
高
齢
者
や
統
廃
合
の
影
響
を

受
け
た
有
権
者
の
た
め
に
、
２
日
間
限

定
の
期
日
前
投
票
所
を
朝
比
奈
原
公
民

館
に
設
置
で
き
な
い
か
市
長
に
伺
う

答
期
日
前
投
票
所
は
、
市
役
所
及

び
支
所
以
外
の
場
所
に
お
き
ま

し
て
も
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
閉
時
間
の
繰

り
上
げ
ま
た
は
繰
り
下
げ
も
可
能
で

す
。
選
挙
執
行
に
関
す
る
全
般
的
な
管

理
及
び
運
営
は
選
挙
管
理
委
員
会
が

担
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票

所
の
設
置
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
市
の
対
応

と
し
ま
し
て
は
、
投
票
所
ま
で
の
交
通

手
段
の
な
い
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
、

公
共
交
通
を
含
め
た
移
動
手
段
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
本
年
４
月
、
病
院
の
管
理
課
内

の
経
営
戦
略
部
門
を
強
化
し
、

経
営
改
善
を
す
る
目
的
で
、
経
理
係
と

経
営
戦
略
係
を
統
合
し
、
経
営
戦
略
室

へ
と
体
制
を
変
更
し
ま
し
た
。
経
営
改

善
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
伺
う

答
収
入
増
加
に
向
け
て
、
医
師
の

積
極
的
な
経
営
参
加
が
重
要
と

考
え
、
本
年
度
か
ら
院
内
ベ
ッ
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
会
議
に
医
師
も
出
席
し
て
、

空
き
病
床
を
無
く
す
べ
く
、
ベ
ッ
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
病
床
稼
働
率
が
少
し
ず
つ
上
昇

し
て
い
ま
す
。
他
院
な
ど
と
の
連
携
に

お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
医
師
が

訪
問
に
同
行
し
、
内
視
鏡
検
査
の
増
加

に
つ
な
げ
る
取
組
を
行
い
、
他
院
か
ら

の
問
合
せ
が
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

問
文
教
厚
生
委
員
会
は
、
赤
字
経

営
か
ら
黒
字
経
営
に
転
換
し
た

神
奈
川
県
の
三
浦
市
立
病
院
を
視
察
し

ま
し
た
。
同
病
院
の
経
営
改
善
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
取
得
す
る
た
め
に
職
員
を
出
向

さ
せ
る
考
え
を
伺
う

答
出
向
と
い
う
形
で
は
な
く
、
電

話
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
に
よ
り
詳
細

を
確
認
し
、
情
報
交
換
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
で
経
営
改
善
に
生
か
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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問
今
年
度
当
初
予
算
の
う
ち
、
４

割
以
上
を
占
め
る
人
件
費
及
び

物
件
費
の
削
減
策
に
つ
い
て
伺
う

答
人
件
費
の
抑
制
は
重
要
な
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
適
正
な
職
員
数
を
管
理
し
な
が
ら
、

生
産
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
物
件
費

の
抑
制
は
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理

を
実
施
す
る
一
方
で
業
務
の
見
直
し
を

行
い
、
作
業
効
率
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

問
人
件
費
の
う
ち
、
時
間
外
手
当

の
抑
制
策
は

答
時
間
外
勤
務
の
要
因
を
見
極

め
、
業
務
の
分
担
や
効
率
化
を

図
り
、柔
軟
な
働
き
方
を
推
進
し
ま
す
。

問
各
課
へ
の
適
正
な
人
事
配
置
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
業
務
分
担

や
効
率
化
が
図
れ
な
い
の
で
は

答
各
課
に
お
い
て
業
務
内
容
や
責

任
範
囲
が
異
な
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
適
正
な
人
事
配
置
を
行
い
ま
す
。

問
臨
時
的
任
用
職
員
を
減
ら
す
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

答
業
務
の
更
な
る
効
率
化
、
正
規

職
員
の
適
切
な
配
置
、
外
部
委

託
の
活
用
、
多
能
工
に
対
応
で
き
る
職

員
の
育
成
が
必
要
で
す
。

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
業
務
委

託
に
つ
い
て
今
後
の
見
通
し
は

答
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
キ
オ

ス
ク
端
末
機
へ
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
財
政
状
況
が
上
向
く
ま
で
市
役

所
の
業
務
を
必
要
最
低
限
に
絞

り
、
運
営
す
る
考
え
は
な
い
か

答
市
の
業
務
は
専
門
性
の
高
い
分

野
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

問
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
は
お
金
が
必
要

で
す
。
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
、
何
が
必

要
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

部
や
課
を
統
合
し
、
管
理
職
を
減
ら
す

こ
と
で
人
員
を
確
保
し
、
業
務
委
託
を

職
員
で
対
応
す
る
な
ど
の
新
し
い
組
織

や
人
事
体
制
の
刷
新
が
で
き
な
い
か

答
今
、
何
が
一
番
大
切
な
の
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
専
門
性
と
広

い
知
識
を
兼
ね
備
え
た
職
員
が
必
要
で

あ
り
、
若
手
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

一般質問

髙田和幸

•		

財
政
健
全
化（
歳
出
削
減
策
）に
つ
い
て

一般質問

川口知幸

•		

市
内
の
小
中
学
校
の
学
校
生
活
に
つ
い
て

•		

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

•		

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

問
市
内
小
中
学
校
の
不
登
校
の
現

状
を
教
育
長
に
伺
い
ま
す

答
令
和
元
年
度
以
降
、
増
加
傾
向

で
す
。
小
中
学
校
の
割
合
は
、

中
学
校
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

ほ
ぼ
全
国
と
同
様
の
傾
向
で
、
本
市
で

も
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
や
保
護
者
及

び
家
族
が
現
状
を
打
開
で
き
る

よ
う
に
、
教
育
委
員
会
や
各
学
校
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か

答
児
童
生
徒
や
保
護
者
と
連
携
を

図
り
、
落
ち
着
い
た
空
間
で
学

べ
る
環
境
を
校
内
に
設
け
た
り
、「
し

お
か
ぜ
先
生
」
や
「
サ
ン
ル
ー
ム
」
で

自
立
支
援
を
促
し
、
市
単
独
の
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て

相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
個
に
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る

教
育
体
制
の
充
実
と
は
、
ど
の

よ
う
な
施
策
か
伺
い
ま
す

答
相
談
体
制
の
充
実
及
び
市
費
で

軽
度
発
達
障
害
ト
ー
タ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
保
護
者
や

学
校
か
ら
の
要
望
に
対
応
し
て
発
達
検

査
や
知
能
検
査
を
実
施
し
て
、
子
ど
も

の
正
確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
５
歳
児
健
診
を
市
独
自

で
実
施
し
、
園
と
小
学
校
の
接
続
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

問
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
を
確

保
す
る
手
段
と
、
受
益
者
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

答
各
団
体
の
方
に
地
域
移
行
の
説

明
を
し
、
人
材
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
指
導
者
や
希
望
者
が
不
足
し

て
い
る
種
目
は
広
報
紙
等
で
周
知
し
、

引
き
続
き
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。
過

度
な
受
益
者
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に

研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

答
管
内
の
小
中
学
校
で
は
業
務
改

善
の
結
果
、
時
間
外
勤
務
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
学
校
で
は
部

活
動
終
了
時
間
を
16
時
30
分
と
し
、
時

間
外
勤
務
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
突
発
的
な
生
徒
指
導
や

面
談
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
過
度
な
時
間
外
勤
務
の
解
消
の
た

め
、
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

12 月11日、6名が登壇　市政を問う



10

おまえざき  市議会だより　第 79 号　　2024 年 10.11.12 月

一般質問

石川貴広

•	

窓
口
業
務
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

問
市
役
所
の
窓
口
業
務
を
外
部
の

民
間
企
業
に
委
託
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
伺
う

答
職
員
が
内
部
業
務
に
専
念
で
き

る
た
め
業
務
効
率
が
向
上
す
る

と
と
も
に
、
窓
口
に
専
門
知
識
を
持
つ

人
材
の
配
置
や
、
混
雑
具
合
に
よ
る
配

置
人
数
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

問
今
後
の
窓
口
業
務
の
在
り
方
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う

答
市
民
が
市
役
所
に
来
庁
せ
ず
に

で
き
る
手
続
き
を
増
や
す
こ
と

で
、
市
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
と

も
に
、
窓
口
の
業
務
量
も
削
減
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
、
将
来
的
に
窓
口
業
務

な
ど
の
委
託
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
窓
口
業
務

の
在
り
方
の
検
討
を
重
ね
て
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
改

善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
窓
口
業
務
に
限
ら
ず
、
今
後
の

業
務
の
理
想
的
な
在
り
方
を
検

討
す
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
根
本
か
ら
改
革

す
る
取
組
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う

答
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
効
果
的
で

あ
り
、本
市
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
っ

て
く
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
庁
内
で

組
織
す
る
窓
口
の
在
り
方
検
討
部
会
で

継
続
し
て
検
討
し
、
市
民
が
使
い
や
す

い
窓
口
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
利
便
性

の
向
上
や
職
員
の
業
務
効
率
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
市
と
し
て
積
極
的
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
デ

ジ
タ
ル
の
利
用
が
苦
手
な
方
が
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
で
は
「
だ
れ
で
も
食
堂
も

ぐ
も
ぐ
」
を
実
施
し
、
令
和

５
年
度
に
は
４
カ
所
の
飲
食
店
な
ど
で

５
１
３
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
食
堂
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
兼
ね
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
し
て
い
く
か
伺
う

答
仕
事
な
ど
で
家
庭
教
育
に
関
わ

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
世
帯
な

ど
市
内
の
親
子
を
対
象
と
し
、
食
事
を

提
供
し
な
が
ら
、
親
子
や
保
護
者
間
の

交
流
の
場
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
事
業
費
補
助
金
が
１
年
度
に
つ

き
１
万
５
０
０
０
円
以
内
で
補

助
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
に
３
６
４
食

提
供
さ
れ
た
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
営
利

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
だ
れ
で

も
食
堂
も
ぐ
も
ぐ
」
を
実
施
し
や
す
い

環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
え
る
か
伺
う

答
現
在
、「
だ
れ
で
も
食
堂
も
ぐ
も

ぐ
」
は
、市
内
４
カ
所
（
飲
食
店
、

教
育
機
関
や
寺
院
）
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
市
内
８
地
区
に
各
１
カ
所
で

実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

農
家
と
団
体
が
直
接
や
り
取
り
を
行
い
、

農
作
物
の
提
供
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

施
団
体
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
提
供
作

物
を
集
約
し
、
情
報
提
供
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
実
施
団
体
に
食
材
以
外
の
協
力

は
あ
り
ま
す
か

答
市
内
企
業
か
ら
食
器
や
調
味
料

な
ど
を
提
供
い
た
だ
き
、
当
日

食
堂
内
で
配
膳
や
片
付
け
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
給
食
の
食
材
高
騰
の
現
状
と
地

場
産
の
使
用
に
つ
い
て
伺
う

答
現
在
、
物
価
高
騰
や
天
候
不
良

に
よ
る
野
菜
の
高
騰
と
重
な

り
、
１
食
単
価
内
で
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消

は
、
必
要
量
の
確
保
が
難
し
い
状
況
も

あ
り
ま
す
が
、
小
売
店
な
ど
に
地
場
産

品
の
納
品
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
農
業
者
か
ら
直
接

購
入
し
て
お
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
大
根

に
つ
い
て
も
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
、
地
産
地
消
を
推
奨
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

一般質問

二俣秀明

•	「
だ
れ
で
も
食
堂
も
ぐ
も
ぐ
」
と	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

•	

給
食
の
地
場
産
利
用
に
つ
い
て

市役所 1階のアバターによる総合案内



11

おまえざき  市議会だより　第 79 号　　2024 年 10.11.12 月

一般質問

村田明彦

•	

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
と	

そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て

•		
市
内
水
産
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

問
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
現
状
の
認
識
と
今
後
の
方
向
性
を

市
長
に
伺
う

答
幼
少
期
の
早
い
段
階
か
ら
成
長

に
必
要
な
訓
練
や
日
常
的
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

親
子
を
支
え
る
体
制
を
整
備
し
、
将
来
を

見
据
え
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
は
、
高
齢

に
な
っ
た
と
き
や
親
が
い
な
く
な
っ
た

と
き
な
ど
の
将
来
に
、
不
安
を
強
く
持
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
相
談
支
援

員
の
継
続
的
な
関
わ
り
の
中
で
、
将
来

へ
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
が
高
齢
に
な
り
介
護

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
ご
本
人

が
一
人
暮
ら
し
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
は
、
共
同
生
活
を
行
う

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
紹
介
す
る
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
を
取
り
巻
く
問
題

は
、
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
解
決

が
困
難
な
問
題
に
対
し
、
さ
ら
に
包
括

的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
基
幹
相
談

セ
ン
タ
ー
を
令
和
７
年
度
に
設
置
し
、

相
談
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

問
当
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ

る
漁
業
に
つ
い
て
の
現
状
認
識

と
水
産
業
者
へ
の
今
後
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う

答
水
産
業
は
農
業
と
と
も
に
、
本

市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、

一
次
産
業
の
側
面
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

三
次
産
業
と
も
結
び
つ
き
、
地
域
経
済

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

現
状
の
課
題
は
、
主
に
施
設
の
老
朽
化

と
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
る
漁
業
者
の

減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
支
援

策
と
し
て
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
・
整

備
は
、
財
政
的
支
援
だ
け
で
な
く
関
係

機
関
と
の
調
整
を
図
る
な
ど
総
合
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
漁
業
者
の

減
少
は
、
漁
協
と
協
力
し
、
若
者
が
参

入
し
や
す
い
環
境
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
事
業
や

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、
海
産
物

や
加
工
品
の
消
費
拡
大
を
推
進
し
、
今

後
も
持
続
可
能
な
水
産
業
の
振
興
に
向

け
、
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

福田伸次

•	

景
観
計
画
に
配
慮
し
た	

御
前
崎
海
岸
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

•		

新
野
川
と
筬
川
の
津
波
対
策
に
つ
い
て

問
景
観
に
配
慮
し
た
御
前
崎
海
岸

周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺

う
答
御
前
崎
海
岸
周
辺
は
、
自
然
景

観
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
の
上

に
あ
る
御
前
埼
灯
台
や
、
観
光
客
が
集

ま
る
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
な
ど
の
賑

わ
い
を
有
し
て
お
り
、
市
民
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
台
風
や
集

中
豪
雨
等
に
よ
り
大
量
の
流
木
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
漂
着
物
が
海
岸
線
に

漂
着
す
る
状
況
が
度
々
発
生
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
国
や
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
関
係
各
課
が
漂
着
流
木
等
の

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
浜
岡
東
小
学
校
の
６
年
生
の

皆
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
岸
美
化

活
動
と
流
木
ア
ー
ト
に
よ
る
流
木
の
活

用
に
つ
い
て
、
市
内
の
学
校
を
中
心
に

進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
は
、
多
く

の
市
民
の
方
の
環
境
美
化
に
関
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
大
変

す
ば
ら
し
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
オ
ー
ル
御
前
崎
で
美
し
い
海
岸
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
新
野
川
と
筬
川
の
津
波
対
策
に

つ
い
て
伺
う

答
令
和
５
年
２
月
議
会
に
お
け
る

鈴
木
克
己
前
議
員
の
一
般
質
問

に
栁
澤
前
市
長
が
答
弁
し
ま
し
た
が
、

２
級
河
川
の
新
野
川
と
筬
川
は
、
県
の

管
理
河
川
で
す
。
津
波
の
対
策
に
つ
い

て
も
、
第
３
次
被
害
想
定
津
波
高
に
よ

る
護
岸
堤
防
の
か
さ
上
げ
整
備
は
完
了

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
河
川
は
護
岸

堤
防
の
か
さ
上
げ
整
備
の
ほ
か
に
、
水

門
設
置
と
い
う
整
備
方
法
も
候
補
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
第
３
次
被
害
想

定
の
津
波
高
で
の
治
水
安
全
性
、
維
持

管
理
、
経
済
性
な
ど
を
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
、
護
岸
堤
防
か
さ
上
げ
整
備

と
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
当
面
の
間
、

防
災
訓
練
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
対
応
し

て
い
く
方
針
で
す
が
、
令
和
５
年
３
月

に
静
岡
県
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
３
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
新
た
な
想
定
の
も
と
、

県
と
協
力
し
て
市
内
の
防
災
・
減
災
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
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予
算
決
算
審
査

特
別
委
員
会

令
和
６
年
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
総
務
部
企
画
政
策
課
か
ら
第
３

次
総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
構
想
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、
将
来
都
市
像
は

「
安
心
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ�

人
が

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち��

御
前
崎
」
に

決
定
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
第
１
編　
序
論

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、
本
市
が
配

慮
す
べ
き
視
点
を
「
御
前
崎
市
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
と
課
題
」
と
し
て
記
載　

１	

人
口
減
少
を
克
服
し
活
気
あ
ふ

れ
る
社
会
へ　

２	

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
で

災
害
に
強
い
社
会
へ

３	

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ　

４	

Ｇ
Ｘ
で
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
へ

５	

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
へ

〇
第
２
篇　
基
本
構
想

第
１
章　
将
来
人
口

第
２
章　
将
来
都
市
像

第
３
章　
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た

め
の
７
項
目
の
基
本
目
標

⑴
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
強
靭

な
ま
ち
（
防
災・危
機
管
理
分
野
）

中
長
期
計
画
共
創

特
別
委
員
会

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

令
和
６
年
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
２

議
案
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長
か
ら
細

部
に
わ
た
り
内
容
の
説
明
を
求
め
、
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
本
委
員
会
と
し

て
は
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
第
78
号
の
「
令
和
６
年

度
御
前
崎
市
一
般
会
計
予
算
の
補
正（
第

５
号
）」
に
お
い
て
、
こ
ど
も
未
来
課
に

対
し
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
教

室
の
環
境
改
善
を
強
く
求
め
る
」、
商
工

観
光
課
企
業
港
湾
室
に
対
し
、「
マ
リ
ン

パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場
の
営
業
活
動
に
支

障
が
な
い
よ
う
市
と
し
て
取
り
組
む
よ

う
求
め
る
」
と
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
開
館
25

年
を
迎
え
た
市
民
プ
ー
ル
は
、
建
物
や

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
は
計
画

的
な
修
繕
や
更
新
工
事
が
必
要
で
あ
る

こ
と
や
受
益
者
負
担
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
市
民
プ
ー
ル
の
料
金
改
定
を
予

令
和
６
年
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
静
岡
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
た
後
、
中
部
電
力
㈱
か
ら
原

子
力
規
制
委
員
会
が
行
っ
た
現
地
調
査

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

１　
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー（
牧
之
原
市
）

〇
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー

浜
岡
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
空
間

放
射
線
量
を
常
時
監
視
す
る
た
め

の
放
射
線
監
視
室
や
、
環
境
中
の

放
射
性
物
質
を
測
定
す
る
放
射
能

測
定
室
を
備
え
て
お
り
、
原
子
力

発
電
所
で
事
故
が
起
き
た
と
き
に

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
施

設
で
す
。

〇
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
原
子
力
事
業
者
に
よ
る
応
急

対
策
、
事
故
の
状
況
把
握
と
進
展

予
測
、
住
民
の
安
全
確
保
、
住
民

等
へ
の
医
療
措
置
、
避
難
住
民
等

へ
の
支
援
を
行
う
施
設
で
す
。

　
２　
中
部
電
力
㈱
か
ら
の
説
明

〇
敷
地
内
の
断
層
（
Ｈ
断
層
系
）
の

審
査
の
状
況

・
Ｈ
断
層
系
の
代
表
性

令
和
６
年
７
月
概
ね
了
承
さ
れ
た

・
Ｈ
断
層
系
の
同
一
性

令
和
４
年
３
月
考
え
方
に
つ
い
て

概
ね
理
解
さ
れ
た

Ｈ
―
９
断
層
よ
り
北
側
の
断
層
が
同

一
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
予
定

・
Ｈ
断
層
系
の
活
動
性

上
層
地
層
が
12
～
13
万
年
前
の
地

層
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
予
定

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
12
月
16
日
及
び

17
日
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、
露※

１

頭
、
ボ※

２

ー
リ
ン

グ
コ
ア
等
が
確
認
さ
れ
た
。

オフサイトセンターを見学する議員

報
委
員

告会
定
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

※
１	

露
頭（
ろ
と
う
）と
は
…
岩
や
鉱
脈
の
一
部

が
地
表
に
羅
わ
れ
て
い
る
所

※
２　
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
と
は
…
地
層
を
掘
っ
て

採
取
し
た
岩
石



おまえざき  市議会だより　第 79 号　　2024 年 10.11.12 月

13

⑵
人
と
自
然
を
思
い
や
る
ま
ち
（
環

境
・
市
民
生
活
分
野
）

⑶
地
域
特
性
を
活
か
し
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
（
都
市

基
盤
分
野
）

⑷
共
に
支
え
合
う
健
康
と
福
祉
の
ま

ち
（
健
康
福
祉
分
野
）

⑸
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る

産
業
と
交
流
で
賑
わ
う
ま
ち
（
経

済
産
業
分
野
）

⑹
郷
土
を
愛
し
世
界
に
通
じ
る
人
を

活
動
日　
令
和
６
年
12
月
１
日
（
日
）

参
集
場
所　
市
役
所　
全
員
協
議
会
室

災
害
発
生
時
、
議
員
は
各
地
区
の
方
面

隊
や
地
区
防
災
連
携
会
の
顧
問
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
安
否
確
認

メ
ー
ル
に
よ
る
議
員
の
安
全
確
認
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
議
員
登
庁

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
役
所
登
庁
後
は
、
事
務
局
職
員
か
ら

市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
案
）（
以
下
、

「
議※

会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」）
の
説
明
を
受
け
、
本
会

議
や
委
員
会
開
催
中
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
避
難
経
路
や
消
火
栓
、
消

火
器
の
設
置
箇
所
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
役
所
西
館
の
災
害
対
策
本

部
の
見
学
を
行
い
、
危
機
管
理
課
長
か
ら

災
害
対
策
本
部
設
置
後
の
流
れ
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
防
災
訓
練	

（
議
員
登
庁
訓
練
）

災害対策本部見学 議会ＢＣＰ（案）の説明を受ける議員

議
員
活
動
報
告

育
む
ま
ち
（
教
育
分
野
）

⑺
多
様
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る

持
続
可
能
な
ま
ち
（
経
営
管
理
分

野
）

な
お
、
委
員
か
ら
「
あ
る
べ
き
姿
と

現
状
の
差
が
課
題
で
あ
る
。
現
状
と
課

題
に
対
応
さ
せ
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た

め
の
具
体
策
を
記
載
す
る
よ
う
に
整
理

す
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。第 3次御前崎市総合計画は策定段階にあるため、こちらのイメージ図は今後変更する可能性があります。

御前崎市の将来都市像（仮）

※　

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
…
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
お
い
て
も
、
議
会
が
平
時
と
同
じ
よ
う
に

議
事
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
責

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
め
た
計
画

の
こ
と
で
す
。
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視
察
研
修

視
察
日　
令
和
６
年
10
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
～
10
月
16
日
（
水
）

視
察
先
及
び
内
容

○
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

藤
沢
市
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
、
地
域

生
活
課
題
の
複
合
化
・
複
雑
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
を
対
象
と

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
考
え

方
を
す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
広
げ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
す
「
藤
沢
型
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
に
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
基
づ
く
施
策
や
事
業
の
整
合
化
を
図

り
、
令
和
５
年
度
に
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
を
本
格
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
に
相
談

し
て
も
話
を
聴
い
て
も
ら
え
、
必
要
な

支
援
に
早
期
に
つ
な
が
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
経
済
産
業
省

大
臣
官
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
政
策
統

括
調
整
官
の
佐
々
木
雅
人
氏
か
ら
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
」

の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

議
員
は
５
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
議

論
し
、
翌
日
の
全
体
会
で
各
分
科
会
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

か
ら
コ
メ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
、
閉
会
式

で
は
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

議
員
研
修

研
修
日　
令
和
６
年
10
月
23
日
（
水
）

会　
場　
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
藤
枝

（
藤
枝
市
）

講　
師　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

戦
略
顧
問
（
前
金
沢
市
長
）

山
野
之
義	

氏

演　
題　
能
登
半
島
対
応
及
び
金
沢
市
に

お
け
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組

五
市
二
町
（
焼
津
市
・
藤
枝
市
・
島

田
市
・
牧
之
原
市
・
御
前
崎
市
・
吉
田

町
・
川
根
本
町
）
の
議
員
が
一
堂
に
会

し
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
山
野
氏
は
金
沢
市
長
在
任

中
、
会
議
は
原
則
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
本

庁
執
務
室
は
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
導
入

す
る
な
ど
行
政
Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
推
進

し
、
業
務
効
率
の
改
善
や
職
員
の
Ｄ
Ｘ

意
識
の
向
上
を
図
っ
た
と
い
う
取
組
の

紹
介
が
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
「
ト
ッ

プ
の
本
気
度
と
見
せ
方
」、「
ト
ッ
プ
と

職
員
の
信
頼
関
係
構
築
」
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、能
登
半
島
の
対
応
と
し
て
は
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
の
衛
星
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」

研
修
日　
令
和
６
年
10
月
31
日
（
木
）

　
　
　
～
11
月
１
日
（
金
）

会　
場　
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
東
京
都
港
区
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
～
原
子
力
発
電
と
立
地
自
治
体

の
在
り
方
を
考
え
る
～
」

分
科
会

・
第
１
分
科
会
「
原
子
力
政
策
と
地

域
振
興
」

・
第
２
分
科
会
「
脱
炭
素
社
会
に
お

け
る
原
子
力
発
電
」

・
第
３
分
科
会
「
原
子
力
防
災
体
制

と
避
難
計
画
」

・
第
４
分
科
会
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

と
使
用
済
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
・

最
終
処
分
」

・
第
５
分
科
会
「
廃
炉
計
画
と
次
世

代
革
新
炉
の
研
究
開
発
」

全
国
の
原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体

の
議
員
な
ど
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま

志
太
榛
原
五
市
二
町
議
会
議
長

連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会

第
14
回
全
国
原
子
力
発
電
所

立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
で
水
質
を
管
理
す
る
水
循
環
シ

ス
テ
ム
を
被
災
地
に
い
ち
早
く
設
置
す

る
な
ど
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
た
好
事
例
は
、
今
後
の
災
害
対
応
に

大
い
に
参
考
に
な
る
講
演
で
し
た
。

基調講演を聴講する議員分科会で意見交換をする議員
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訪
問
日　
令
和
６
年
10
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
26
日
（
土
）

視
察
先
及
び
内
容

○
山
吹
ほ
た
る
パ
ー
ク

（
長
野
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

○
第
42
回
高
森
ふ
る
さ
と
祭
り

平
成
19
年
９
月
に
友
好
都
市
提
携
を

締
結
し
て
い
る
長
野
県
高
森
町
を
訪
問

し
ま
し
た
。

10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
山
吹
ほ
た
る
パ
ー
ク
は
、
長
野
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
「
南
信
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
拠
点
」
と
な
る
サ
ッ
カ
ー
場

等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
造
り
た
い
と
い

う
要
望
を
受
け
て
、
高
森
町
山
吹
ほ
た

る
パ
ー
ク
周
辺
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

完
成
し
た
施
設
で
す
。
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
公
認
規
格
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
一
般
用
１
面
（
少
年
用
２
面
）、
約

４
４
０
名
収
容
可
能
な
観
覧
席
、
施
設

西
側
に
生
息
し
て
い
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
環
境
を
害
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ

た
照
明
器
具
、
防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
42
回
高
森
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
、

会
場
内
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
装
飾
が
さ

れ
、
仮
装
で
来
場
し
た
町
民
も
多
く
、

友
好
都
市
交
流
事
業

高
森
町
訪
問（
長
野
県
下
伊
那
郡
高
森
町
）

○
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

（
神
奈
川
県
三
浦
市
立
病
院
）

三
浦
市
立
病
院
は
、
平
成
19
年
度
以

前
は
10
年
近
く
基
準
外
繰
入
金
が
な
い

と
黒
字
が
出
せ
な
い
状
況
が
続
き
、
当

時
の
市
長
が
、
病
院
経
営
を
病
院
長
と

民
間
公
募
で
採
用
し
た
新
事
務
長
に
任

せ
、
自
ら
は
管
理
者
に
徹
す
る
英
断
を

し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら

経
営
改
革
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
選
択
し
、
改

善
提
案
70
項
目
を
掲
げ
て
病
院
の
経
営

改
革
に
取
り
組
み
、
平
成
24
年
度
に
は

赤
字
か
ら
黒
字
に
転
換
し
ま
し
た
。

収
入
確
保
策
と
し
て
、
病
床
の
積
極

的
改
変
や
専
門
外
来
の
開
設
、
人
間

ド
ッ
ク
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
開
業
医
と

※
１	

Ｓ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
と
は
…
病
院
内
に
お

け
る
物
品
の
購
入
か
ら
保
管
、
使
用
ま
で

の
一
連
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム

※
２	

Ｖ
Ｐ
Ｐ（
症
例
単
価
）契
約
と
は
…
医
療

機
器
な
ど
の
使
用
料
を
、
実
施
し
た
症
例

数
に
応
じ
て
支
払
う
料
金
の
支
払
い
方
式

三浦市立病院で職員から説明を受ける議員

山吹ほたるパーク見学 高森ふるさと祭り開会式　議長登壇

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
友
好
都
市
Ｐ
Ｒ
で
は
、
御
前
崎

市
観
光
協
会
や
茶
業
振
興
協
議
会
が
出

展
し
、
多
く
の
来
場
客
が
つ
ゆ
ひ
か
り

や
イ
セ
エ
ビ
汁
を
求
め
て
ブ
ー
ス
を
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

の
連
携
に
よ
る
検
体
検
査
受
託
、
来
院

者
駐
車
場
の
有
料
化
な
ど
の
取
組
を
、

費
用
削
減
策
と
し
て
、
医
療
職
給
与
の

適
正
化
、
Ｓ※

１

Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
や
Ｖ※

２

Ｐ
Ｐ

（
症
例
単
価
）契
約
の
導
入
な
ど
の
取

組
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
改
善
提
案
は
１
０
７
項
目
に

増
え
、
全
職
員
が
経
営
意
識
を
も
っ
て

病
院
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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委 員 長　植田浩之　　　委員　小田芳久　　石川貴広　　川口知幸
副委員長　村田明彦　　　　　　福田伸次　　髙田和幸　　　　　　

編
議 広 特 委
集
会 報 別 員会

2月議会定例会の予定

	 2月	14日（金）	 議会運営委員会
	 	21日（金）	 本会議（議案説明）
	 3月	 6日（木）	 本会議（質疑・一般質問）
	 	 7日（金）	 本会議（一般質問）
	 	10日（月）	 総務経済委員会
	 	 	 文教厚生委員会
	 	12日（水）	 予算決算審査特別委員会
	 	13日（木）	 予算決算審査特別委員会
	 	14日（金）	 予算決算審査特別委員会
	 	17日（月）	 特別委員会
	 	19日（水）	 議会運営委員会
	 	24日（月）	 本会議（質疑・討論・採決）

議会を傍聴しませんか？
○市議会はどなたでも傍聴することができます。傍聴席には限りが
ありますので、超過した場合は別室でのテレビ傍聴となります。

○耳の聞こえにくい方のためにイヤホン型の補聴支援用機器があり
ます。（3名分）

○事前予約は必要ありません。当日、市役所 4階議会事務局へ	
お越しください。

○御前崎市議会傍聴規則をお守りください。
◎傍聴に来られない方も市議会の様子をご覧いただけます！！
本会議・常任委員会・予算決算審査特別委員会等の内容は、おま
えざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジタル 122 チャンネ
ルで放映されます。放送日については、その都度、音声告知放送
にてお知らせします。
また、本会議・常任委員会の内容は、インターネット
動画共有サイト「YouTube」でライブ・アーカイブ
配信されます。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想をお聞
かせください。電話・FAX・郵送・Eメールで受付します。
◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会	議会広報特別委員会（議会事務局）
〒437-1692�静岡県御前崎市池新田5585
TEL（NTT・CATV）	:	0537-85-1115	/	FAX	:	0537-85-1139
E-mail�:�gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp
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ふうちゃん
御前崎市マスコットキャラクター

なみまる

2月議会定例会は、2月21日（金）から3月24日（月）
までの32日間の会期で開催される予定です。
日程は、変更になる場合がありますので、事前に議会	
事務局（電話 85-1115）までお問い合わせください。
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